
研修コンセプト

◼ コース名：

マルチセクターで取り組む食を通じた栄養改善 （英語圏・仏語圏）

（旧名：農業を通じた栄養改善）

◼ 対象人材：

栄養改善事業を行う中央・地方政府機関の職員

マルチセクターでの取り組みを重視し、農業だけでなく、保健、水と衛生、教育関係者も対象と

する。

◼ 育成

実績： 2017年度～2024年度まで 英語77人 仏語81人
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研修コンセプト

◼ 研修目標：

研修員がマルチセクターによる食を通じた栄養改善プログラムを計画、実施、管理するために必

要な知識と能力を習得する。

◼ 単元目標：

研修員は、研修を通じて、以下の１～５を達成することが期待される。

１．研修員は自国の栄養改善における課題を明確化し、栄養不良に関して基礎的な説明ができる。

2. 研修員は食を通じた栄養改善に有効な方法、取り組みについて説明ができる。

3. 研修員はマルチセクトラルのアプローチ、取り組みについて説明ができる。

4. 研修員は栄養改善に向けた実際の活動や日本の経験について説明ができる。

5. 1から4を踏まえ、研修員は食を通じた栄養改善を実施・促進するためのアクションプランを、

自身の職務範囲を鑑みて策定する。
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単元目標１：
研修員は自国の栄養改善における課題を明確化し、栄養不良に関して基礎的な
説明ができる。

Modified by author from UNICEF Nutrition Strategy 2020-2030.pdf.

インセプションレポート発表会で
の活発な意見交換

https://www.unicef.org/media/92031/file/UNICEF%20Nutrition%20Strategy%202020-2030.pdf.#page=68


Modified by author from UNICEF Nutrition Strategy 2020-2030.pdf.

単元目標２：
研修員は食を通じた栄養改善に有効な方法、取り組みについて説明ができる。

遊休農地を活用して作られた有機栽培の
作物を試食

https://www.unicef.org/media/92031/file/UNICEF%20Nutrition%20Strategy%202020-2030.pdf.#page=68


Modified by author from UNICEF Nutrition Strategy 2020-2030.pdf.

単元目標３：
研修員はマルチセクトラルのアプローチ、取り組みについて説明ができる。

元生活改良普及員の方
から人々の生活に寄り
添った活動についてお
話を伺う（左）

学校給食の試食（右）

https://www.unicef.org/media/92031/file/UNICEF%20Nutrition%20Strategy%202020-2030.pdf.#page=68


研修の様子（沖縄県石垣島）
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家庭菜園見学（上）

ゼロマラリアの被の前で建立者に想いを聴く（下）
マラリアによる貧血の予防のためのマルチセクトラ
ルなアプローチについて学ぶ

住民と共に環境点検の演習（左）
地域を歩き回り、活用できるリソースや工
夫点について学ぶとともに、住民の主体性
を引き出すツールを実践。

単元目標4：

研修員は栄養改善に向けた実際の活動や

日本の経験について説明ができる。



研修の様子（沖縄県石垣島）
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地域の伝統野菜を活用した郷土料理と栄養調理実習
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単元目標５：

1から4を踏まえ、研修員は食を通じた栄養改善を実施・促進するためのアクションプランを、

自身の職務範囲を鑑みて策定する。

季節ごとの食や労働、病気などの変遷を可視化
し、行動計画や介入計画を議論する（左）

アクションプラン発表会
（上）

ケニア在外補完研修
終了後の修了式

（下）



過去のアクションプランの例
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国家・中央・
政策策定レベル

• 栄養に配慮した政策や戦略の推進およびアドボカシー
• 栄養コンポーネントへの予算配分
• ドナーや他セクターのコーディネーション
• ガイドラインの策定
• 栄養教育やToT教材・内容の策定およびレビュー

州・県・
プロジェクト

マネージメントレベル

• NFAで選定した高栄養価作物の推進
• 既存プロジェクトのレビューおよび既存プロジェクトへの栄養コンポーネントの
追加（農業プログラムに栄養教育や手洗いコンポーネントを含める等）

• 現場レベルの普及員へのToTの改善
• 既存プログラムの拡充
• 州や県レベルでのマルチセクターアプローチ推進（ミーティングの実施、プロ
ジェクトに他セクターの協力を仰ぐ等）

コミュニティ・
現場レベル

• 農村生活実態調査のためのツールや家庭訪問、小規模調査などを通じて実際把握
• 地産作物の栄養価の見直し
• 農民／女性グループの組織化や活性化
• 栄養教育の強化
• 高栄養価作物の家庭菜園や学校菜園での推進
• 高栄養価作物を用いたレシピの開発
• 食の加工や保存の推進
• 女性の労働負荷削減
• 農業普及サービスへ栽培手法だけでなく、消費手法やWASH活動の追加



帰国研修員の活躍例①

9



帰国研修員の活躍例②
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帰国研修員の活躍例③
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